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 図 2.1 のように，入力文を，辞書をもとに最小の形態素ごとに分割し，分割
した形態素の語尾処理を行い，各形態素の品詞情報を付す． 
このときに，各形態素解析技術 MeCab[Kudo 01]や Chasen[Matsumoto 
00][Matsumoto 03]で使用される辞書の違いにより，分割される箇所が違う場













































 ベイズの定理では，ある文書 D がカテゴリ C に分類される確率を P(C|D)で
表される．逆に，カテゴリ C の中に文書 D が含まれている確率は P(D|C)で表
される． 
つまり，文書 D が得られ，カテゴリ C に含まれる確率 P(CD)は式 2.1 に示され
る． 
 
P(CD) = P(C|D)P(D) = P(D|C)P(C)   (式 2.1) 
 





  (式 2.2) 
 







   (式 2.3) 
 
 しかし，同じ文書が見つけるという確率を考えるとすると，現実的にはまっ













  (式 2.4) 
となる． 
カテゴリ C に含まれている Wi の確率は，式 2.5 で表される． 
 
∏𝑃(𝑤𝑖|𝐶)𝑛(𝑤𝑖|𝐷)  (式 2.5) 
 
 
 ここで，𝑛(𝑤𝑖|𝐷) は，分類しようとする文書 D 内の Wi の頻度とする． 
 よって，文書 D がカテゴリ C に分類される確率を単語 Wi で表すと，式 2.6
となる． 
 


















 サポートベクトルマシンという教師あり分類学習の 1 つで，主に 2 値分類に
使われる．文書分類では，語を属性としたときに，この属性をベクトルで表現
し，このベクトル空間上にカテゴリ面の境界を自動的に学習する．TF･IDF 法
による重み付けの値を属性の値にすることが多い[Kurita 03] [Hearst 98]． 
 
 





 上記図 2.2 左図のように，2 グループで最も距離の離れた箇所に線をひき，
マージンが最大になる境界線を選ぶ．この場合，マージン b＞マージン a なの
で，マージンが大きい方のマージン b を選ぶことになる．そして図 2.2 の右図






 k 最近傍法とよばれる手法で，教師あり分類の 1 つである．似ている文書に
は同じカテゴリがつくという仮定に基づき分類を行う． 




























|𝑋|⃗⃗ ⃗⃗  ⃗・|𝑌|⃗⃗⃗⃗  ⃗⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗
   (式 2.7)    
     
 X,Y のそれぞれの文書中の要素をベクトル化する. たとえば，文書中に出現
する名詞を要素とする場合（a,b,c,d はいずれも文書中に出現する名詞とする）， 
  X= {a,b,b,c} Y= {a,c,c,d} 
のときは， 
  X= {1,2,1,0} Y= {1,0,2,1} 
のベクトルで表される． 
           




 図 2.4 によると，X と Y の内積は 3 なので，式 2.7 の計算により，コサイ
ンは 0.5 となる. 















す尺度である[Sakai 06]．適合率と再現率の概念を図 2.5 に示す． 
 また適合率と再現率は，一方の値があがると，一方の値が下がるというトレ
ードオフの関係にあり，文書の再現性と適合性どちらを指標とするかによって











































した結果とを比較して，分類精度を計算する 2 つの方法を示す[Sebastiani 02]． 
 
 
・文書ごとの分割 (document-pivoted categorization) 











TP, FP, FN, TN は，下記の意味を持つ． 
 
TP(true positive) 検索結果がでてきて，かつ正解文書が得られた場合 
FP(false positive) 検索結果がでてきたが，不正解の文書が得られた場合 
FN(false negative) 出てほしい検索結果がでていない場合 





   Precision = 
𝑇𝑃
𝑇𝑃+𝐹𝑃
    (式 2.11) 
 
   Recall = 
𝑇𝑃
𝑇𝑃+𝐹𝑁








図 2.7 は，専門家の分類からみて自動分類を評価する場合の概念図である． 
この図の例を考えると， 
 
適合率 = 4 / ( 4  +  1 ) =  0.800 
 



























応用例が検討されている[Muguruma 01] [Muguruma 03a][Muguruma 03b]． 
市川はビジネスモデル特許検索にもこの概念検索が有効だとしている
[Ichikawa 01]． 









































A をもつ XX 装置において，B をする手段と，C をする手段と，D をする手段
を備えることを特徴とする XX 装置． 
 
上記例の場合は，A をもつ XX 装置が既知の部分となり，B, C, D を備えること







A に B を設けるとともに，この B の端部に C を設け，この C に D を取り付け










 A と， 
 この A を設けた B と， 
 この B の端部に設けた C と， 
 この C に取り付けた D と， 







 以下の構成を備えた XX 装置． 
 (1)A 
 (2)前記 A を設けた B と， 
 (3)前記 B の端部に設けた C と， 





  さきに構成要素を並べて書き，あとから各要素の説明を加えて書く形式． 
 記載例： 
 A と， 
 B と， 
 C とを備え， 
 前記 A は・・， 
25 
 
 前記 B は・・， 
 前記 C は・・， 








れる[Fall 03][Chu 08][Wu 10]．以下に，主な分類手法を示す． 
 特許の分類体系は，階層化している．そのため，まずは上位分類から絞り込
んでいき，細かい階層部分には，階層レベルごとの分類器を構築し，下位分類




図 2.9 階層利用の利点 
 






 2.1.2 に記した，文書分類(1)のナイーブベイズ法を利用し，単語 Wi がカテ
ゴリ C に出現する確率 P(W|C) を決める際に，C の上位カテゴリ Cupを用い
て，このときP(W|𝐶𝑢𝑝)(式 2.13) との線形和でスムージングを行い，確率をだ






  （式 2.13） 
 
  











































































































































































































































































 上記(1)の解決法については，「第 4 章 複合名詞を利用した文書類似検索の可
能性」にて検討する．上記(2)の解決法については，「第 5 章 複合名詞の類似











































図 3.1  特許審査のながれ 
 
 
 出願された特許を審査官が拒絶するときは，特許法 49 条[Tokkyocho 12]に従
い，拒絶査定を行わなければならない．逆に，拒絶に値する理由がないときに
は特許法 51 条により，特許査定を行わなければならない． 
 特許を取得するための特許要件を，図 3.2 に示す． 
各特許要件のいずれかを満たさない場合は拒絶されることとなる． 
例えば，発明の成立性で新規性をみるときには，その発明が新しいかどうか，




きないので，拒絶されることとなる．特許法 29 条第 1 項は下記のとおりであ
る． 
 
第 29 条  産業上利用することができる発明をした者は，次に掲げる発明を除
き，その発明について特許を受けることができる． 
一  特許出願前に日本国内又は外国において公然知られた発明 




































 A 生活必需品 
 B 処理操作；運輸 
 C 化学；冶金 
 D 繊維；紙 
 E 固定構造物 
 F 機械工学；照明；加熱；武器；爆破 
 G 物理学 












A  セクション 
01  クラス 
B  サブクラス 
33  グループ 
00  メイングループ（もしくはサブグループ） 
 
図 3.3 に， A01B33/00 イメージを示す． 
  
 
   図 3.3  IPC 分類階層 
 







 また，日本独自の分類である F ターム，FI などの分類も存在するが，ここで
は，割愛する[Muto 00]． 
 出願者，および特許審査官は，対象文書がどの分野のものであるか IPC をも









































図 3.5 に日本とアメリカにおける特許侵害訴訟における損害賠償額の例を示す． 
 
 







































































等についての検索ができる．有料のサービスではあるが，パトリス Web や NRI















































 図 3.7 の備考欄には，実際に，審査官が出願文献と引用文献を比較し，２つ
の対比箇所が書かれている． 




図 3.8 特開 2009-053992 拒絶理由通知書より 
 
 









図 3.9 拒絶理由通知書内の対比箇所 
 












































































































 文書 A および B に含まれる文書中の要素，名詞を MPxi, MPyiとし，複合名
詞を CNxi, CNyiとしたとき，それぞれの要素をベクトル化し，コサイン類似度
(cosmp,coscn)を求める式を(式 4.1)および(式 4.2)に示す． 
 
形態素解析  cosmp = 
MPxi・MPyi
｜MPxi｜⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗・｜MPyi｜⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗
  （式 4.1） 
 
複合名詞解析  coscn = 
CNxi・CNyi
｜CNxi｜⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗・｜CNyi｜⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗










 IPC 分類のうち，H，A，F，C の各セクションから 300 本合計 1,200 本の公
開特許公報を抽出する．その中より，請求項 1 を抽出した． 


















抽出した文書を 2 つの手法で解析する． 
 
1. 形態素解析 








素それぞれ抽出した語を単語ベクトルとした 2 種類の類似度を算出する． 












 これを，N0.1 から No.1,200 まで確認し，セクションごとの平均の適合率，
再現率を示す． 
 
表 4.1 は，文書 No.1 の例について，類似文書の適合率，再現率を示す． 
 
 












図 4.1 複合名詞解析の平均適合率 
 
 









図 4.4 形態素解析の平均再現率  
68 
 
表 4.2 に結果をまとめる 
 
表 4.2 各セクションの適合率・再現率 
 
 
 表 4.2 より，形態素解析は，再現率が高いが適合率が低い．この結果，本来
は類似ではないノイズ（無駄な文書）を類似と判定してしまっている結果であ
り，類似文書検索において，形態素は類似の範囲が広くなりすぎるので精密な
検索に向いているとは言えず，非効率的であると言わざるを得ない（図 4.5 左）． 
 一方の複合名詞解析では，よい適合率を得られている．ただし，再現率が下
ってしまっているので，この再現率をあげる工夫が必要となる（図 4.5 右）． 
 
 
図 4.5 アンバランスな再現率・適合率 














H 0.9925 0.2967 0.2697 0.5600 72.4932 33.4967
A 0.9925 0.8623 0.2612 0.7428 73.6230 22.8779
C 0.9359 0.1732 0.2547 0.4231 74.0891 44.0067





検索の理想形は，図 4.6 のような状態になることである． 
 
 
            





















































C02F   3/12…水，廃水，下水または汚泥の処理 
C02F   3/22…水，廃水，下水または汚泥の処理 
C02F   1/44…水，廃水，下水または汚泥の処理 
B01F   7/16…混合，例．溶解，乳化，分散 
B01F   3/04…混合，例．溶解，乳化，分散 




























表 4.3 「空気供給装置」の検索 
 







検索結果 424 件 1031 件 13 件 
検索結果中の 
正解文書の有無 
× × ○ 
 
 












を抽出し，本願と引用の類似複合名詞データを表 4.4 にまとめた． 



























































































































































































































図 5.2 係り受け解析の結果 
 
 





















図 5.4 本願と引用の文の比較 
 
 
 類義語辞書により，類似であるとわかっている「書き込む」 と 「保持する」 
の 2 つの動詞の前後に出現する複合名詞を比較することができる． 






























 シソーラスについては表 5.1 の上位概念，下位概念の考え方を用いる． 
シソーラスとは，単語の上位と下位関係，部分と全体関係，同義関係，類義関
係などによって単語を分類し，体系づけたものである． 






























した[Kitahara 01][Nakamura 05][Shibata 02][Yamaguchi 06][Oono 81]． 
 










公開特許公報番号 2003-000001〜2003-007500： 7500 件 
29 条 1 項を理由に拒絶されている公報数： 137 件 
対比明らかな複合語対：453 組 
 
 文字列照合では 179 件の合致で 39.51％，そこに同義語・類義語判定を加え
ると 221 件の合致となり 48.79％，シソーラス判定で 311 件の合致で 68.65％， 
最終的に，係り受けの解析を加え 366 件で 80.80％は類似となった． 
 抽出した対比の中には，複合名詞ではなく，単名詞もあるが，ここでは，形






結果を表 5.2 に示す． 
 
表 5.2 複合名詞類似評価 
 











1 ミッションケース ミッションケース M ○    
2 支持部材 後部連結フレーム８５    ○ 
3 旋回モータ モータ１５ ○    
4 検知体 スイッチ３a   ○  
5 脱穀部 扱胴１・扱室２等    ○ 
6 排藁チェン 株元搬送体１８     
7 センサ部材 センサープレート 61b  ○   
8 センサ部材 排藁処理感知部 62     
9 管理装置 ペット宿舎システム    ○ 
10 識別手段 IC チップ   ○  
11 管理サーバー データベース   ○  
12 携帯情報端末 飼い主用端末 ○    
13 表示手段 液晶表示部４３ ○    
14 情報獲得手段 データ線４９     
15 フランジ 上面開口周縁     
16 ガスケット マグネット入りパッキン   ○  
17 風筒 送風筒 ○    
18 プラスチック基板 高分子ゲル     
19 損傷検出手段 光検出部 ○    
20 検出結果解析手段 データ処理部    ○ 
21 プローブ DNA 鎖切断現象の検知部   ○  
22 酵母由来の不溶性画分 酵母細胞壁画分 ○    
23 シート シート体 ○    
24 バッグ本体の周壁部 バッグ本体 ○    
25 底面 側面体    ○ 
26 熱可塑性合成樹脂帯状片 接合体    ○ 
27 第 1 部材 表面板 2     
28 第 2 部材 取付部材 4     
29 連結部材 ネジ 9   ○  
92 
 
30 指掛け部 指係止部 14 ○    
31 治療器具 健康増進具   ○  
32 係合部 ベルト連結片     
33 突起部 リブ     
34 挿入孔 ベルト挿入孔 ○    
35 挿入溝 嵌合凹部   ○  
36 粘着性材 粘着部材 ○    
37 遠心力測定器（2） スイング強度測定装置 ○    
38 表示部（3） 強度測定メーター     
39 指示部材（6） 指針     
40 引き寄せスプリング バネ   ○  
41 位置保持機構 ラック     
42 リセット手段（7） 復帰ボタン   ○  
43 前扉 開閉前枠 3   ○  
44 意匠部材 透光性絵柄板 7a   ○  
45 光源 照明灯装置 8a  ○   
46 ブラケット 押え枠 11a  ○   
47 特定領域部 V ポケット     
48 玉転動部 ジュータン     
49 ペットロボット 挟み上げ装置 13     
50 係合孔 貫通孔 11a ○    
51 係止ピン クリップ部 5  ○   
52 固定基台 支持台 23  ○   
53 ケーシング 胴体 4     
54 排気管 出口側内管 13   ○  
55 旋回羽根 旋回ら旋羽根 9 ○    
56 入口 入口フランジ 1 ○    
57 孔 開口部"G"   ○  
58 出口 出口フランジ 2 ○    
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59 旋回室 三次ドレン分離室 8 ○    
60 排液口 ドレンポット 16  ○   
61 ガス吸収部 充填塔    ○ 
62 ガス選択吸着材料 オルガノシロキサン重縮合物     
63 光触媒層 酸化チタン層   ○  
64 疎水性の環境ホルモン ノニルフェノール   ○  
65 疎水性磁性粒子 吸着組成物    ○ 
66 処理対象原水 排水   ○  
67 酸化剤 圧縮空気   ○  
68 流動領域 巡回流   ○  
69 粒状酸化触媒の供給部 隔壁 3     
70 アルカリ剤 水酸化ナトリウム   ○  
71 無機物 MAP 粒子   ○  
72 線材供給装置 給線部    ○ 
73 加工機 折曲加工部 ○    
74 線材排出装置 排出部 ○    
75 切断装置 切断部 ○    
76 補修材 溶接材料     
77 切粉捕捉ケース 防塵カバー     
78 遮蔽部材 研磨粉受け 6     
79 加工中断指令手段 割込み信号   ○  
80 中断処理手段 演算制御部     
81 基準値 スレショルド値 ○    
82 外力追従機能 ダイレクトティーチングモード   ○  
83 基材 基材 2 ○    
84 着色したシート 着色紙 4 ○    
85 突き板 極薄化粧単板 1 ○    
86 クリアー塗装 透明塗料層 ○    
87 衝撃制御装置 弾性棒体     
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88 揺動テーブル 可動支持体     
89 揺動機構 回転駆動部材     
90 プラスチック添加剤 防蟻剤    ○ 
91 ポリスチレン系発泡樹脂 スチレンビーズ   ○  
92 非晶性プラスチック材料 ポリカーボネート   ○  
93 微細加工面 凹凸形状    ○ 
94 無機化合物 カーボンブラック   ○  
95 板状物 第 1 のレンズ及び第 2 のレンズ    ○ 
96 樹脂製部材 ランプケース 3    ○ 
97 接着剤層 ハードコート層   ○  
98 転写支持体 プラスチックフィルム    ○ 
99 機能性微粒子 導電性粉末    ？ 
100 機能性微粒子含有層 熱硬化型導電層    ○ 
101 支持体 プラスチックプレート    ○ 
102 ジョブ処理情報管理サーバ POS サーバー ○    
103 着脱可能な記憶媒体 smart card   ○  
104 凹溝 内周溝 6 ○    
105 排出部材 排出フィン ○    
106 細リブ 偏摩耗防止用陸部５    ○ 
107 突起部 突起 4e ○    
108 始動点装置 始動点制御子 ○    
109 終動点装置 終止点制御子   ○  
110 踏切遮断照査器 踏切制御装置 ○    
111 通信ネットワーク 伝送ネットワーク ○    
112 車輪部分 キャスタ 23,24  ○   
113 運搬車 移動台車 1  ○   
114 運搬車 手押し台車 1  ○   
115 物品収納用ボックス 収納箱型本体 3 ○    







    
118 差動変速機構 操向変速装置 B ○    
119 緩旋回 緩旋回状態 ○    
120 ゼロ旋回 信地旋回状態 ○    
121 逆転旋回 超信地旋回状態 ○    
122 ホッパ部 張込漏斗 14  ○   
123 移送部 バケットコンベア 3   ○  
124 シュート部 排穀樋 4     
125 排出管 送穀樋 8     
126 オーバーフロー管 穀粒溢流管 7   ○  
127 シャッター 切替弁 11     
128 媒体 紙幣    ○ 
129 収納部 金種別カセット    ○ 
130 送出手段 分離モータ    ○ 
131 取出手段 搬送モータ    ○ 
132 媒体取出装置 紙幣入出金機    ○ 
133 封入物 シート片 4A～4D    ○ 
134 第 1 搬送部 支持板 1    ○ 
135 第 2 搬送部 帯状材 11B，11C，11D    ○ 
136 石英ガラス溶融炉本体 るつぼ（35）   ○  
137 成形用ノズル オリフィス（40）  ○   
138 ダミー部材 おとり部分  ○   
139 ダミー部材駆動機構 クランプ装置（44）     
140 無機質建材 耐火窓ガラス   ○  
141 シリコーンエラストマー エラストマーオルガノ 
ポリシロキサン 
 ○   
142 平均粒子径 1～50μm の板状粉
末 
粒状フィラー  ○   
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143 常温で液状の油性成分 オイル  ○   
144 脂肪族ポリエステル ポリエステル PWD ○    
145 共重合ポリエステル樹脂 ポリエステル P1 ○    
146 液状樹脂 エチレングリコール   ○  
147 多価アルコール ポリエチレングリコール   ○  
148 縮合触媒 硬化促進剤   ○  
149 研磨パッド用目詰まり防止剤組
成物 
研磨液組成物 ○    
150 底板部 筒状部 21A    ○ 
151 傾斜壁部 被覆部材 22    ○ 
152 走行断続装置 走行クラッチレバー21 ○    
153 変速手段 走行変速レバー18 ○    
154 無段変速装置 摩擦円盤式無段変速機構 ○    
155 固化材 注入材料液     
156 塊状体 グラウト流出部     
157 地盤改良工法 安定化処理方法     
158 注入手段 流出口     
159 地盤中 注入管周囲     
160 混合手段 混合室 ○    
161 石炭灰 フライアッシュ  ○   
162 一時貯留槽 バイパス管 3     
163 鋼管杭 中空杭 ○    
164 固化材 セメントミルク   ○  
165 走行体 走行台車 5 ○    
166 アーム部 掘削アーム 11 ○    
167 掘削部 カッタローダ  ○   
168 掘削手段 掘削工具 13 ○    
169 移送ベルト ベルトコンベア 21 ○    
170 移動可能 伸縮差動     
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171 掘削土搬送手段 排土搬送装置 16 ○    
172 回転体 旋回架台 4   ○  
173 掘削装置 ケーソン工事用掘削機 ○    
174 ポーラスコンクリートからなる
鏡壁 
ポーラスコンクリート部材 11 ○    
175 控え壁 普通コンクリート部材 2 ○    
176 連接壁 連結壁 10  ○   
177 底壁 底 21 ○    
178 筒状ブーム ブーム 3 ○    
179 筒型アーム アーム 5 ○    
180 ２次圧縮空気 調圧空気 ○    
181 渦流 螺旋状の空気渦流 ○    
182 空気圧送用ブースタ 搬送ライン用流動化装置     
183 外管 出口管 20 ○    
184 内管 入口管 10 ○    
185 空気吹き出し間隙部 オリフィス 21     
186 横滑り防止ストッパ 固定ピン 8     
187 受枠 補強材 7     
188 ベース板 仕切板（9） ○    
189 補強材 剛性基枠部（13）     
190 床パネル 界床パネル 12 ○    
191 耐火板 石膏ボード 30   ○  
192 接着剤層 不陸調整剤 ○    
193 連結具 パネル押え 2    ○ 
194 パネル支持脚 パネル受部 1 ○    
195 固定用フランジ部 円板 14  ○   
196 通過孔 貫通孔 12 ○    
197 ジャッキベース 台板 1   ○  
198 円柱体 支柱 22a   ○  
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199 ジャッキハンドル 高さ調整用バー22b   ○  
200 ベースプレート 建枠ベース 11 ○    
201 鉄骨枠組 鉄骨躯体 ○    
202 ハンドル本体 アウターハンドル 15 ○    
203 ドア外板 アウターパネル 11  ○   
204 ベース フレーム 12     
205 台座 基体 1    ○ 
206 プレート 可動片 2   ○  
207 ヒンジ 蝶番 3  ○   
208 アーム部 弾性係止板 4     
209 係合凹部 係止溝 4a，4b   ○  
210 係合凸部 係止杆 5   ○  
211 ガススプリング ダンパー90   ○  
212 取付片 ブラケット 91  ○   
213 突出軸部 ボルト 86    ○ 
214 固定具 割ピン 88  ○   
215 ガススプリング ステーダンパ 22   ○  
216 突出軸部 ピン支持板 2     
217 固定具 ねじ軸 8   ○  
218 プッシャ 開放部材 25     
219 スプリング ばね部材 32  ○   
220 押縁 ビード 5     
221 押縁コーナーブロック コーナー部材 17 ○    
222 ブロック取付部 対応辺 11     
223 第二引掛け部 拘止手段 5    ○ 
224 第一引掛け部 係合部 6    ○ 
225 フィルタ 煤捕集装置 19    ○ 
226 窒素酸化物吸着ユニット Nox 吸着剤 20  ○   
227 三元触媒ユニット 触媒 54 ○    
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228 保護部材 レインフォースメント 8  ○   
229 燃料噴射弁 インジェクタ 2  ○   
230 制御手段 制御部 31 ○    
231 蓄圧タンク 蓄圧器 52 ○    
232 バルブボディ 弁端部 3   ○  
233 噴孔 噴射開口 49  ○   
234 噴孔プレート 孔付プレート 47 ○    
235 負圧形成部 ガス供給フード 57     
236 負圧導入孔 ガス供給開口 71     
237 負圧形成部 エアアシストスリーブ 63     
238 噴孔プレート オリフィスプレート 52 ○    
239 環状壁部 案内部 65 ○    
240 主体金具 取付金具（3） ○    
241 先端部 圧入面（37）     
242 プラグ配置孔 嵌着穴（63c）     
243 ポンプ 主ポンプ 1 ○    
244 オートドレンバルブ 自動排出弁  ○   
245 バルブ要素 弁体 13  ○   
246 付勢部材 コイルスプリング 14   ○  
247 流通路 貫通孔 28     
248 下流側連通路 排出系路 26     
249 上流側連通路 流入通路 18     
250 上流側開口部 上部本体 11     
251 オートドレンバルブ 自動水抜弁  ○   
252 付勢部材 コイルばね 18  ○   
253 下流側連通路 流出水路 10     
254 上流側連通路 流入水路 8     
255 表板 座金 36    ○ 
256 裏板 アンカー対 31    ○ 
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257 引寄せ紐 連結ひも 35 ○    
258 第 1 の取付部材 第一の取付金具 ○    
259 第 2 の取付部材 第二の取付金具 ○    
260 弾性本体部 本体ゴム ○    
261 ダイアフラム 支持ゴム     
262 仕切部材 オリフィス金具   ○  
263 副液室 圧力制御室 ○    
264 オリフィス通路 第一のオリフィス通路 ○    
265 開口部 弁座面     
266 液封防振装置 液体封入式防振装置 ○    
267 着座部 シールクリップ     
268 アクチュエータ ソレノイドコイル   ○  
269 ケース ケーシング 1     
270 弾性部材 ブリーザ本体 13   ○  
271 ハウジング キャップ 14     
272 弾性部材 ルップ 24’     
273 ハウジング カバー21   ○  
274 シフトエレメント シフトフォーク 12 ○    
275 軸受エレメント（シフトシャフ
ト） 
シフトロッド 11 ○    
276 シフトエレメント シフトフォーク 12ad ○    
277 軸受エレメント 
（シフトシャフト） 
シフトフォークシャフト 10 ○    
278 かみ合いロック部材 ロックピン 34 ○    
279 水室 シリンダ室 9 ○    
280 水給排経路（水給排口） 連通孔 15     
281 第２のバネ コイルスプリング 144  ○   
282 流路部 オリフィス   ○  
283 弁体受けテーパー部 テーパー部 ○    
101 
 
284 流入側テーパー部 逆テーパー部 ○    
285 キャン ケース    ○ 
286 弁開閉口 オリフィス   ○  
287 弁体受けテーパー部 円錐受座面   ○  
288 流入側テーパー部 整流用円錐口   ○  
289 開度維持板 板 30 ○    
290 開度維持板 目盛板 8 ○    
291 筒状のソケット 第 2 継手部材 17   ○  
292 筒状のプラグ 第 1 継手部材 9   ○  
293 チャック部材 コレット 29   ○  
294 リングシール シール部材 21 ○    
295 パイロット燃料ノズル 燃料スプレーノズル 40 ○    
296 アキシャルスワーラ 渦巻き翼 42,44  ○   
297 ミキサ組立体 燃料噴射装置 10    ○ 
298 燃焼器 ガスタービンエンジン燃料室 11 ○    
299 加湿器 ヒータ式超音波加湿器 ○    
300 殺菌チャンバ ヒータ水槽 130   ○  
301 熱交換機本体 サイロ   ○  
302 空気供給装置 冷却空気送入配管 ○    
303 空気排出装置 空気吸入配管 ○    
304 外部入力パラメータ 独立運転条件データ     
305 内部生成パラメータ 従属運転条件データ     
306 自動設定手段 従属運転条件データ設定手段 ○    
307 計量装置 組合せ秤   ○  
308 制御手段 CPU4     
309 記憶手段 読み出し書込みメモリ 6     
310 固定側部材 土台 29     
311 可動側部材 皿 18     
312 ばね固定部 支持金具 27，金具 26   ○  
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313 複数枚の板ばね 板バネ 23 ○    
314 固定側電極，及び，可動側電極 2 枚の板金電極 28 ○    
315 有機樹脂 液状シリコン樹脂 ○    
316 導電粒子 導電性粒子 ○    
317 無機絶縁性微粒子 微粉シリカ   ○  
318 導電粒子 導電性カーボンブラック ○    
319 無機絶縁性微粒子 無機質充填材   ○  
320 荷重受け部 受圧部 2 ○    
321 荷重受け部 荷重導入部 10 ○    
322 荷重受け部 荷重印加部 1a ○    
323 センサベース 平板 22    ○ 
324 操作端 力伝達部 23    ○ 
325 第 1 の抵抗層 歪検知素子 24，25，27，28    ○ 
326 第 2 の抵抗層 歪検知素子 26    ○ 
327 突起電極 四角錐台部 9B     
328 ベース 円柱部 9A     
329 第 1 の金属層 チタン膜 25 及びタングステン 
カーバイドーコバルト合金 
  ○  
330 第 2 の金属層 ニッケル合金   ○  
331 板状基材 シリコン基板 21   ○  
332 テスト回路 バイパス配線及びスイッチ     
333 テスト専用端子 入力パッド 21，40     
334 ウォータジェット方式の推進機
構 
ジェットポンプ   ○  
335 音響測深器 音響測深器 23 ○    
336 音響測深船 ジェットポンプ型推進船 ○    
337 計測した水深データ 水深の測定データ ○    
338 送信手段 データ送信装置 ○    
339 光検出素子 光電変換素子 ○    
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340 ホトダイオード シリコンフォトダイオード ○    
341 トレンチ溝 分離用の溝 ○    
342 メッシュ状補強体 トリコット編基布   ○  
343 ホルダ ボビン 12     
344 第 1 扁平コイル 駆動コイル 10c ○    
345 第 2 扁平コイル 駆動コイル 10d ○    
346 光学部材 偏光板   ○  
347 振動検出手段 揺れセンサ 304 および 305  ○   
348 カメラ カメラ本体 301 ○    
349 像揺れ補正手段 補正光学系 309 ○    
350 像揺れ補正制御手段 CPU311     
351 レンズ 交換レンズ 308 ○    
352 箱体 筺体  ○   
353 光源ランプ UHP ランプ 9 ○    
354 画像形成部 DMD 表示デバイス 5    ○ 
355 反射鏡 レンチキュラー11    ○ 
356 投射結像装置 偏心フレネル 12    ○ 
357 補正手段 スクリーン 1    ○ 
358 リアプロジェクションテレビ リアプロジェクション表示装置 ○    
359 剥離層 5 再使用可能接着剤用剥離剤層 23   ○  
360 突起部 作動部 3 ○    
361 突起部 センサレバー47    ○ 
362 画素電位側容量電極 保持容量用画素電極 2 ○    
363 固定電位側容量電極 保持容量配線 4 ○    
364 メール原稿 送信原稿 ○    
365 電子データ 画像データ ○    
366 受信者のアドレス 受信者の宛先情報 ○    
367 送信者の情報 送信元の情報 ○    
368 送信装置 画像通信装置 601 ○    
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369 仲介管理装置 画像通信装置 602 ○    
370 出力装置 コンピュータ端末   ○  
371 ホスト装置 ワークステーション（WS）   ○  
372 周辺装置 被制御装置（TS） ○    
373 インタフェースカード ワークステーションアダプタ 
（WSADP) 
  ○  
374 インタフェース制御部 MPU 部 ○    
375 第 1 の接続コネクタ部， 
第 2 の接続コネクタ部 
2 つのネットワーク 
インタフェース部 
○    
376 サービス利用者端末 クライアント端末 ○    
377 サービス提供業者側管理サーバ サーバ ○    
378 利用者識別子 ユーザ ID  ○   
379 提携サイト 加盟店サーバ   ○  
380 認証情報 入力された ID  ○   
381 認証システム 認証サーバ ○    
382 表示媒体 LCD   ○  
383 情報記録媒体 IC カード   ○  
384 外部装置 カード R/W   ○  
385 操作部 キースイッチ   ○  
386 ID カード IC カード ○    
387 2 枚 複数枚 ○    
388 読取装置 IC カードリーダライタ   ○  
389 利用資格データ 許可コード    ○ 
390 車両識別コード 駐車アドレス    ○ 
391 予約車両識別コード 出庫予約番号 ○    
392 出庫情報表示装置 駐車出庫案内システム ○    
393 出庫識別コード表示手段 出庫位置案内表示器 5 ○    
394 人体検知センサ 撮像手段    ○ 
395 しきい値 所定値 ○    
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396 人工網膜センサ 人体検出センサ ○    
397 パッシブセンサ 赤外線センサ ○    
398 異常検知手段 異常判定手段 4 ○    
399 異常検知情報 警報信号    ○ 
400 排水栓 電磁弁    ○ 
401 駆動手段 強制排水手段 6 ○    
402 浴室システム 異常検出装置    ○ 
403 監視装置 浴槽内事故検出装置 ○    
404 監視情報 緊急情報 ○    
405 通信網 電話回線   ○  
406 異常検知手段 検出手段 ○    
407 動作実行手段 強制排水手段 ○    
408 動作完了状況 排出状態     
409 監視システム 浴槽内事故検出システム ○    
410 監視装置 検針メータ 100     
411 通信網 通信媒体 504 ○    
412 動作実行手段 遮断弁 102     
413 制御手段 弁制御部 116 ○    
414 緊急通報装置 情報通信端末   ○  
415 温度管理室 冷蔵庫 2   ○  
416 リーダ装置 運行管理計 5    ○ 
417 車間距離センサ 距離検出手段 ○    
418 ブレーキ加圧装置 走行制御装置 ○    
419 制御部 制御手段 ○    
420 シートベルトスイッチ 乗員状況センサ   ○  
421 第 2 の磁性層 第一の磁気ヨーク層 ○    
422 第 1 の磁性層 第二の磁気ヨーク層 ○    
423 追加の磁気ヘッド 回転ヘッド 9，38 ○    
424 2 値化手段 コンパレータ 3  ○   
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425 誤り検出手段 誤り訂正回路 4 ○    
426 デジタル信号再生処理装置 情報記憶装置 ○    
427 制御信号 内部データマスク信号 IDM ○    
428 DM レジスタ マスク保持部 MASK     
429 DQ ライトドライバ ライトアンプ ○    
430 プリント基板 回路基板（2） ○    
431 固定接点 リード線部（7a〜9b）     
432 可動接点 接片（5）     
433 接触部 接触子（5a） ○    
434 係合孔 穴部（6a〜6c）   ○  
435 プリント基板 プリント基板（5A） ○    
436 固定接点 固定接片（6a) ○    
437 可動接点 可動接片（3） ○    
438 接触部 接点（32）  ○   
439 スペーサシート 絶縁シート（4B)  ○   
440 小孔 開口部（42L, 42R）   ○  
441 通信手段 回線接続回路 20    ○ 
442 データベース 課金データベース 25 ○    
443 管理サーバ装置 サーバー26 ○    
444 充電池 充電ターミナル 16 ○    
445 中芯材 中心導体   ○  
446 導体 外部導体 ○    
447 カードコネクタ コネクタ 26 ○    
448 メモリカード メモリカートリッジ 10 ○    
449 送りローラ ローラ 70 ○    
450 押圧部材 引き込み爪 60     
451 表面ガラス 基板 1    ○ 
452 有機 EL 積層膜 有機 EL 構造体 4 ○    















STEP5 拒絶理由通知書で特許法 29 条 1 項が理由になっているものを抽出 


















 類似度の評価は評価 1～3 とし，評価 1 は類似～類似の可能性大とし，評価 2
については，類似の可能性は高いが，個々の文書を確認する必要があるものと
定義する．評価 3 については，類似性はほとんどないものとして非類似とした． 
 
 本願から抽出した複合名詞 Li(複合名詞 L は i 個の形態素で構成される)とす
る． 




i>j のとき，i=N とする 











図 5.8 複合名詞判定分類 
 















313 対のうち，文として抽出された 14 対は省いた．その結果， 
 
評価 1：137 対 45.82％ 
評価 2：76 対 25.42％ 
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評価 3：86 対 28.76％ 
 
という結果を得られた. 再現率を上げるためには，評価 1 に加え，評価 2 を加
える必要があると考えた． 評価 1 と評価 2 の合計を利用することで 70％を超
え，類似複合名詞の辞書データとして利用できる可能性が高いと評価できる. 






























































 類似判定対象データとして，G06F 分野（物理学 計算；計数 電気的デジタ
ルデータ処理）を限定し，出願が公開されるときに発行される「公開特許公報」
が 2006 年 1 月 1 日から 2006 年 3 月 31 日の期間に公開されたもの 5,540 本よ
り，特許法第 29 条第 1 項 3 号 7)の要件を満たさずに最終的に拒絶査定となっ
た出願．そのうち本願に対して引用箇所で実施例をあげている公報の請求項全

























オを利用した．図 6.1 は，抽出されたフレーズの例を示す． 
 
 














 本願と引用の類似度を比較するために，文書間類似度式（式 6.1）を作成した． 
 
 
(式 6.1)               
 
 
式 6.1 中の α と β の計算を α の例（図 6.3）で示す． 
複合名詞が係る動詞への寄与率を計算する．α は本願について，β は引用に
ついて，それぞれの複合名詞が動詞に係る寄与率を示す． 
複合名詞 CN の係り先動詞を V とするとき，1 つの V に係る CN の数を Nx




                 α または β= 
1
Nx





図 6.3 複合名詞の動詞への寄与率 
 
 
N は本願のノード間のリンク数を表す．また，式 6.3 の Ki は係り先の動詞へ
の類似度を計算したものであり，係り先である動詞が同じ場合は重みをそのま




（式 6.3）       
                                          
  
ただし，本願リンク数を N 本，引用のリンク数を M 本としたときに，M の





ため，一般的な加重平均ではなく，N と M の調和平均（式 6.4）とした． 
 
                    調和平均 = 
2𝑀𝑁
𝑀+𝑁






 表 6.1 は，実際に比較した 1 つを表記した． 
 
 





 図 6.4 では，本願で係り受け数が極端に少なく抽出できなかったものを除い
た 58 組について全体の比較結果を示す． 
 





Y =5 本願 引用
X∩Y 　＝　2
s i m= |X∩Y |/ |X∪Y |=  0 . 333
K=1-s i m=0 . 666 α β 8 . 330
ＣＰＵ指示 応じる アクセス処理 応じる ＣＰＵ指示－応じる プロセッサバス制御部－備える 0.666 1 1 0.666
ノードメモリ 異にする イ ンタリーブ 応じる ノードメモリ－異にする 各ノード主記憶装置間－応じる 0.666 1 1 0.666
ノード内 応じる ノード 備える ノード内－応じる ノード－備える 0.666 1 1 0.666
メモリイ ンターリーブ 応じる ノード間イ ンタリーブ制御部 備える メモリイ ンターリーブ－応じる イ ンタリーブ－応じる 1 1 1 1
異容量メモリ 備える ノード番号 備える 異容量メモリ－備える 分散共有メモリ装置－備える 1 1 1 1
記録媒体 備える ノード番号演算部 備える 記録媒体－備える 主記憶装置－備える 1 1 1 1
制御チップセット 備える プロセッサ 備える 制御チップセット－備える プロセッサ－備える 1 1 1 1
設定宛先レジスタ 備える プロセッサバス制御部 備える 設定宛先レジスタ－備える レジスタ－備える 1 1 1 1
転送速度 備える レジスタ 備える 転送速度－備える 0
複数ノード間 応じる 各ノード 備える 複数ノード間－応じる ノード間イ ンタリーブ制御部－備える 0.666 1 1 0.666



































表 6.2 コサイン類似度が低い 5 組のペア 
 
              
 
表 6.2 にコサイン類似度が低かった 5 組に対するコサイン類似度と本手法の









 また，2 つの類似度データについて，類似率を Wilcoxon の順位和検定を行っ








































対象 IPC： G06F21/20 
公開特許公報 2007.01.01-2007.12.31： 1,476 本 
公開特許公報 2009.01.01-2009.12.31： 1,105 本 
拒絶査定： 449 本 
    ： 183 本 
拒絶理由通知書からの対比抽出数： 359 組 
               ： 276 組 
 








STEP0 から STEP3 まで集約の方法を示す． 
 
STEP0 検証対象データ 
STEP1 抽出した辞書データ（1 項）を適用 
STEP2 辞書データを word2vec で集約 





















 IPC 番号 G06F21/20 をもつ公開特許公報すべての 9,223 本から請求項を抽
出し，単語をベクトル化して表現する定量化手法である Skip-gram モデルを実




図 6.6  Skip-gram モデル 
(Tomas Mikolov et. al. "Efficient Estimation of Word Representations in 
Vector Space") 
 
 Skip-gram は単語 wt が与えられて，文脈中の 1 単語 wt+k を推定する問題
である. 入力層に単語wtを入れ正解データとして単語wt+kを入れることを繰
り返していく.1 単語 wt の入力に対して，ニューラルネットワークの順方向の
計算によって出力としてどの単語がどのくらいの確率で出現しそうか，という
値が決まる. 次に，正解である wt+k の確率が高くなるように，ニューラルネ
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ットワークの重みを調整する. この繰り返しが学習であり，単語 wt のまわり
の単語を予測できるように低次元埋め込み学習をする方法であるといえる. 
 ここでは，複合名詞と類似度の高い複合名詞を算出した．辞書データの複合
名詞と類似度が高い複合名詞を図 6.7 の要領で集約した． 
 
 
図 6.7 word2vec を利用した集約の考え方 
 
(4) STEP3 






発明の名称に「生体認証装置」という複合名詞をもち，IPC 番号が G06F21/20 
をもつ公開特許公報のなかの請求項 1（メインクレーム）を抽出した．抽出数
は，116 本とする． 
 データは，No.1 から No.116 まで 1 対 1 でそれぞれ文書間類似を比較する．






 STEP0からSTEP3までフレーズ集約をした結果を図6.8， 表6.3に示した． 
これによると，フレーズ数が 0.5 倍に集約できると，文書間類似数は，5.3 倍に
あがることがわかった． 
 
         
図 6.8 フレーズ集約数と類似文書数 
 
 





 また，データ 116 本の実際の内容は，「生体認証装置」の発明である 91 本と，
それ以外に関する発明であるもの 25 本で構成されている．生体認証装置の発
明である群を Y とし，生体認証装置の発明ではない群を N とするとき，データ
の変数を文書から得られる複合名詞 CN とする場合，目的変数 Z で判別される
（式 6.5）により，2 つの群を判別する（α は，Z を得るための定数とする）．  
 
   Z=α1CN1+α2CN2+…+αxCNx+α0（式 6.5） 
 
 線形判別分析を利用し，集約前と後それぞれにおける群の判別を行うことで
その集約の方向性が正しいものかどうかを判定した（表 6.4，図 6.9）． 
  
 













とすることと定義すると，全正解データ数は 4,095 になる． 
これを踏まえ，集約前の STEP0(Before)と集約後の STEP3 まで(After)の文
書間類似のうち，正解データと合致する割合を，適合率，再現率，それらの調
和平均値である F 値の数値を表 6.5 で確認する． 
 
 




Precision 0.819 0.712 
Recall 0.039 0.178 
F-measure 0.074 0.285 
 
 
Before（集約前）での類似数は 193 であり，その 193 の類似数のうち正解の
データ数は 158 である．一方，After（集約後）での類似数は 1025 であり，そ




る文書間類似数は 4,095 である． 
そのうち，Before および After の比較において，再現率が 0.039 から 0.178
129 
 


































































 本論文の第 2 章および第 3 章では，通常の文書と特許文書との特徴の違いか
らどのように特許文書を分類していくか，特許文書中に出現する複合名詞につ
いての説明と，特許制度について述べた．  
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